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遊佐慶夫
　　　第四節澹保権信託
質権、抵當権等ノ澹保権ハ其ノ被澹保債権カラ分離シテ債樺
者以外ノ者二、之ヲ領有セシムノレコトヲ得ノレカ否カニ付テノ・、
民法ノ解繹上、多分ノ疑義ガアノレト思フ。民法三四二條ニノ・、
「質権者ノ・其ノ債権ノ澹保トシテ」（中略）、「自己ノ債権ノ辮濟
ヲ受クノレ樺利ヲ有ス」トアノレ。即チ質権ノ・質権者ノ債樺ノ憺保
デナケレバナラスト云フノガ民法ノ見解デアノレカモ知レヌ。斯
クテ質樺・・質権者以外ノ者ノ債樺ノ憺保タノレコトノ・許サレナイ
コトニモナ・ウ。即チ質権ト其被携保債樺トノ・別人ガ之ヲ各有
スノレコトハ出來ナイコトニナノレカモ知レヌ。同様ナ規定ノ・抵當
権二付テモ存スノレ。即チ民法三六九條ニノ・「抵當権者ノ・（、中略）
自己ノ債権ノ　濟ヲ受クノレ権利ヲ有ス」トアノレ。斯クテ抵當樺
者ト其被推保債権者トガ別人デアノレコトモ許サレナイカモ知レ
ヌ。其他質権、抵當樺二關シテノ・此種ノ規定ガ多ク、質権者叉
ノ・抵當権者ト其被澹保債権者トガ別人タノレコトノ’許サレナイモ
ノト解繹スノレ判例學説ガ、法律ノ世界ヲ支配シテ居ノレコトノ・、
恐ラク現下ノ事實デァ・ウ。西洋諸國ノ法律規定及ビ其解程轟
關スノレ學説到例等亦タ概ネ同様デアノレ。
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元來、債権ト其携保樺トヲ別人ガ各有スノレコトノ、實際上ノ
必要ノ・、輩調ナノレ祉會生活ニノ・生趨セヌコトデア・ウ。從テ學
者ニシテ其實際」tノ必要ヲ充足ス角キ、別人領有ノ可能論ヲ試
ムノレ者ノ稀有デアノレコトノ・、蓋シ當然デア・ウ。斯クテ羅馬法
以來ノ法曹ノ・、澹保権タノソ質権、抵當樺ハ主タパ債権二從タノレ
権利（droitaccesδ‘ph・←，芝“〈zesso1聡ch｛・sReeht⇒ナリトシ、而シ
テ「從ノ・主二從フ」（乏もccesso1φium　se（luitUr　prilleip駄1e）ト云フ
原理ノ・、有膿物相互問二於テ（民87鋤ノミナラズ、無膿物間二
於テモ認メラノレ可キモノトナシ、債権ト其澹保権トノ問ニモ、
コノ原理ヲ適用シテ（警民法財産編1511後陶、憺保権ノ・債権ノ所在二
件フ可キモノト考ヘタ。而シテ債権者ト携保権者トノ・常二同一
入タノレ可キコトガ、自明不動ノ法理ナノレガ如ク、コネ上ゲテシ
マツタ。然レドモ債樺ト推保樺トニノ・、主從ノ關係ガ不可避ノ
モノナリヤ否ヤニ付テ、自分ノ・疑ヲ懐ク。マタ主從ノ關係ヲ認
ムノレニシテモ、其所在二付テ格別ノ拘束ヲ加フノレノ必要ハ無イ
様ニモ、慰フ。債権者ト澹保樺者トノ・別人デアッテモ、債権ト澹
保権トノ間ニノ・、主從ノ關係ヲ十分二認メ得ノレモノトモ思フ。
蓋シ櫓保権ノ・債樺ノ不満足ヲ補償ス可キ使命ヲ有シ、債樺ノ爲
メニ存スノレノ権利タノレ關係二於テ、債権二從タノレ権利ナリト云
フコトヲ得ノレカラデアノレ。其他ノ黙二於テノ・債権ト澹保権トノ
間ノ關係ヲ解放シテモ、爾者間ノ主從關係ノ・根本的二否定サレ
ノレコトニハナラヌ。
60 信託法改正論（二）
推保権ノ・主タノレ債権二從タノレ権利デアノレカラ、債権ノ登生前
二澹保権丈ケガ登生スノレコト能ノ・ズト考ヘラレタコトモアノレ。
即チ明治三十四年六月二十八日東京控訴院到決ノ・、此見解二篠
リ「債権ノ・主タノレ椹利ナレバ、主タノレ債権ノ存セザノレ間ノ・之二從
タノレ抵當権ノ・猫立シテ存在スノレコト能ハズ」ト宣言シタコトモ
アッタ。然レドモ取引頭1二會ノ實際二於テノ・、債権登生前ノ澹保
ヲ根澹保（根抵當）ト稻シテ、依然トシテ流行シ、而カモ盆其
慣行ノ盛大ナノレヲ見タモノデアリ、到底一片ノ到例ヲ以テ克ク
此實世界ノ需要ヲ阻止スノレコトノ・出來ナカッタ。コノ實際的状
勢ガ反映シテカ、多クノ學説ハ根抵當ノ有致ナノレコトヲ、多種
ノ方面カラ考究力説シタモノデモアッタ（拙著民法概論物擢篇472頁
以下）。一方前示控訴到決ハ、其翌年一月二十七日ノ大審院到決
ヲ以テ破殿セラレ、爾來根抵當ノ有致論ノ・通読到例ノ確認スノレ
所トナツタ。斯クテ澹保権從属論ノー角ノ・崩壊シテ、捲保権獅
立論ノ第一歩ヲ踏ミ出シタモノト見ノレコトガ出來ノレ鐸デアノレ。
而シテ債樺ト澹保権トガ、各別ノ人二領有シ得ラノレ・モノト爲
ス吾々ノ主張ハ、澹保権猫立論ノ第二歩ト見ノソコトガ出來ノレ。
債権ト澹保権トヲ、別人二領有セシムノレコトノ、實際的必要
ノ・如何ナノレ場合二生起スノレモノデア・ウカ。惟フニ質権、抵當樺
等ノ澹保権ノ實行ニハ、可ナリニ煩雑ニシテ而カモ世人ノ好マ
シカラザノレ手績ヲ要スノレモノデァノレ。從テ債権者ガ自身デ此手
績ヲ履ムコトヲ豫メ同避シテ、斯カノレ手績二精漣セノレ第三者ヲ
第四節　推保擢信託 6i
シテ、之ヲ爲サシムノレ爲メニ、當初カラ罐保権ヲ第三者二領有
セシムノレ（信託）ノ必要ヲ威ズノレコトがアノ吃殊二自分ノ・同一・
債務者二封立スノレ多数ノ債権者アノン事件二直面シう、其必要ヲ
痛鳳シタコトガアノレ。即チ先年財界動胤ノ折、経螢難職陥り．
帳簿整理ヲ名トシテ、店輔ヲ閉鎖シ、預金者其他ノ奈債梅者二勤
スノレ支排ヲ停止セノ殊一休業銀行グアツタ。籔萬人二蓬ス、シ預
金者其他ノ銀行債権者等ノ・、大墨集結シテ示威的大會ヲ開イプ
銀行重役等ノ不誠意ヲ糺揮シテ止マヌ、彷テ重役等・・私財ヲ提
供シテ、銀行ノ債務履行ヲ搭保ス可キコトヲ、申出デカノデア
ツタ。然ルニ其ノ私財提供ノ法律的形式二於テ、蝕二端ナノマ・
困難ナル問題二逢著シタノデアノレ。即チ銀行ノ債務纏行ヲ搭保
スル方法二付テ、困難ナル問題ヲ生ズクン諜デ免ンー。何勢二毛債
権者ノ総藪ハ、幾萬人カニ達スノレ。從テ各債擁者別二重役提供
ノ私財二付テ、質権ヤ抵當擢ヲ設定スルト云フコ1・ハ．非常ナ
ノレ手藪ヲ要スノレ。而カモ各債権者ノ債権額ノ・、或ハ亘寓圓　上
ノレモノアリ、或・・僅カニ藪十銭位二過ギザノレモノでアy，綴プ
重役提供ノ私財ヲ、各債樺者毎二、債権額二比例シプ輝分（i
地諜付テノ・分筆）シナケレバ、其レノ質入モ抵當櫓設定モ出來
ナィ。要スノレニ手績ト費用ノ負擦ガ遇大ナノレ爲繍、電役提供
ノ私財二付テノ・、其ノ質入モ抵常椹設定モ結届ハ實現不能∴絡
ツタ課デアノレ。然レドモ斯カル場合二質権ヤ抵當櫓ノ猫立信託
ガ許サレノ｝／ナラ・へ關係人等ノ實際的要求ノ・容 黎滞蓬成ヤフレ
62 f言　　託　　濯ξ　改　　正　　論　　（二二）
ノレノデアノレ。即チ多藪ノ債権者等ヲ擁護ス可キ受託者ヲ選定シ
之二質権ヤ抵當権ヲ設定取得セシムノレ方法ガアノレノデアノレ。其
ノ質権ヤ抵當権ノ・総債権者ノ利盆ノ爲メニ、領有セラレ且ッ實
行セラノレ可キモノデアノレ。各債樺者ノ・債権額ノ割合二鷹ジテ其
ノ質標ヤ抵當権ノ利盆ヲ享受ス可キモノデナケレバナラナイ。
現行法ノ・果シテ澹保樺丈ケヲ、債権カラ分離シテ信託スノレコ
トヲ許スモノデア・ウカ。信託法ニノ・何等ノ此黙二關スノレ直接
ノ規定ノ・無イガ、債権ト澹保権トヲ別人二領有セシムノレコトヲ
許サズトスノレ消極的解繹ガ現代ノ通説デアノレカラニノ・、信託取
弓1ノ場合二方餐』テモ、其希嚇1艮ヲ脱去Pスノレコト育旨ノ・一ザノレモノト解釆睾
スノレノガ通説トナノレデア・ウ。然レドモ自分ハ此制限ヲ以テ不
可動ノ法則トノ・思ハナイ。マタ債権ト捲保権トノ主從關係ヲ絶
封ノ法理トモ考ヘナイ。債梅ト櫓保樺トノ・如何二密接ナ關係二
在ラウトモ、兎モ角モ別箇ノ椹利デアノレカラ之ヲ別人ガ各有ス
ノレコトハ決シテ不條理ナノレコトデノ・アノレマイ。マタ捲保権ノ・一
箇ノ権利デノ・アノレガ、之ヲ領有シ、且ッ實行ヲ爲ス者ト、其樺
利ノ内容タル利盆（憺保、ヲ享受スノレ者トノ・、必ズシモ同一人タ
ノレコトヲ要シナイデアロウ。即チ権利ノ實行者（Au随beめト
受盆者（Genieδze1’）トノ・匝男ilスベシトスノレ學説モ起ノレ所以デア
ノレ。斯クテ質梢i、抵常権等ヲ債樺者以外ノ者二領有實行セシメ、
其澹保的利益ノ・之ヲ債権者ヲ受盆者トシテ、之二享受セシム可
キ質権抵當権等ノ信託モ認メラレナケレバナラヌコトニナノレ。
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元來、信託法ハ各種ノ財産樺二付テ、廣ク信託ノ行ノソレ、コトヲ
認、粛テ居ノレノデアリ、質樺、抵當権モ財産権トシテノ・、必ズシモ
信託二適セザノレモノデアノレマイ。故二民法ガ債権者以外ノ者二
質権、抵當樺ヲ領有セシムノレコトヲ禁ジタモノト假定シテモ、コ
レノ・普通法ノコトデアヅテ、特別法タノレ信託法ノ・其例外ヲ爲ス
モノトシテ、信託法上、債樺者以外ノ者二、質権、抵當権ヲ領
有セシムノレコトヲ得ノレモノト、解程スノγコトモ出來ノレ課デァノレ。
尤モ質樺、抵當権ノ信託二付テハ、質樺、抵當権二關スノレ民法
ヴ特別法デアリ、信託法ゴ普通法（一般法）デアノレノカ、又或
ハ信託法げ特別法デアリ、民法ガ普麺法トナノレノカノ・、詞二懐
疑ノ至リデノ・アノレ。蓋シ信託トハ云ヒ乍ラ、質権、抵當権等二
關スノレ限リニ於テハ、民法ノ質権、抵當権等ノ規定ガ特別法デ
アリ、汎ク各種ノ財産権ノ信託二關スノレ信託法ノ・、質樺、抵當
権等ノ信託二付テモ、普通．法トシテ活用セラノレ可キモノカモ知
レナiカラデアノレ。然レドモ肖分ハ質樺、抵當構等ノ信託二付テ
・・、民法ガ普通法デアリ、信託法ノ・特別法トナノレモノト考ヘテ
居ル。蓋シ質権、抵常椹等ノ普頬ノ場合二於ケノレ設定移轄二付テ
?、? 法ガ普通法トナノレ可キデア・ウゴ、質権、抵當権等ノ信
託的設定移轄二付テノ・信託法ガ特別法トナノレ可キデア・ウカラ
デアル。而シテ質権、抵當樺ノ・信託的二設定移轄セラレタ場合デ
モ、疑ノ質樺、抵常樺ノ性質数力等ノ・普通ノ場合二於ケノレ質棉i
抵常樺ノ性質、敷力ト毫モ異ナノレトコ・ノ・ナイノデアノレ。輩二其
6窪 信託法改正論（二）
ノ設定移轄ノ取引二付テノミ、信託的特殊性ガ生起スノレコトニ
ナノレノデアノレ。故二質権、抵當樺ノ信託的設定、移轄二付テハ
民法ノ・普通法デアリ、信託法ノ・特別法デナケレバナラヌ。從テ
假リニ民法ガ債権ト質樺、抵當樺等トヲ別人二各有セシムノレコ
トヲー般的ニノ・禁ジタトシテモ、信託法ノ關スノレ限リニ於テハ、
其特別法トシテ之ヲ許シタモノト解罧スノレコトヲ妨ゲナイ課デ
アノレ○
マタ民法ト信託法トニノ・、奮法ト新法トノ關係ガアノレ。蓋シ
前者ノ・明治二十九年公布、同三十一年ノ施行、後者ノ・大正十一
年公布、同十二年ノ施行二係ノンカラデアノレ。而シテ妓二「新法
ノ・奮法ヲ破ノレ」ト云フ、周知ノ原則ヲ、吾々ノ・思ヒ起スノデア
ノレ。然ラ・薦法タノレ民法ガ質権、抵當権等ヲ債擢カラ分離シテ、
債権者以外ノ者ご領有セシムノンコトヲ禁ジタトシテモ、新法タ
ノレ信託法ノ・信託ノ場合二限リ、之ヲ許スコトニ改礎シタモノデ
アノレトモ、解繹シ得ノレコトニナノレノデアノレ。斯クノ如ク解繹シ
テコソ蕾法ノ行キ詰マリヲ、新法ガ打開シ、無言ノ裡二時世ノ
進運二件フ法律ノ進化ガ行ハレノレコトニナノレノデア・ウ。
質権、抵當権等ヲ債棉iカラ分離シプ、債椹者以外ノ者二領有
セシムノレコトノ法理ノ・、既二明治三十八年以來ノ捲保附証債信
託法ニハ、明カニ認メラレテ届ソレコトデアノレ。即チ同一ノ債務
者（杜債登行會肚）二封立スノレ多歎ノ債権者（胱債権者）ノ爲メ
?、? 権者以外ノ者（信託會肚）ガ、質梅、抵當権等ヲ保有シ且
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ツ實行ス可キモノデアリ、祉債権者ノ・其ノ債権額二慮ジテ卒等
?、?? 、抵當権ノ利盆ヲ享受ス可キモノデアノレ（澹保附肚債信託
法沁7L）。コノ制度アノレガ爲メニ、或ノ・妓二起ノレ可キ異論ガ想
像サレノレ。即チ携保附肚債信託法ノ如キ特別ナノレ明文アノレ場合
ノ外ノ・、一般的ニノ・債権者ト澹保権者トノ・別人タノレコトヲ得ナ
イ。換言スレバ同法ヲ例外法ト見レノヘソノ原則法タノレ民法ノ・
債権ト櫓保権トノ別人領有ヲ禁ジテ居ノレモノデアノレコトガ、推
論サレノレ様デモアノレ。惟フニ捲保附祉債信託法ノ・杜債ノ信用ヲ
確實ナラシムノレ時勢ノ必要二直面シテ、「権保権ノ信託」ト云フ
思想ヲ以テ、蕾來ノ民法理論ノー角ヲ切リ崩シタモノデモアロ
ウ。妓二注意セラノレ・コトノ・澹保附杜債信託法ト云フ名稻ノ・、
梢當ラナイコトデアノレ。蓋シコノ名稻デノ・杜債ガ信託セラノレ・
様ナ戚ジヲ典ヘノレカラデアノレ。マタ其ノ様ナ誤解ヲスノレ人モ現
ニアノレ様デモアノレ。然ノレニ實ノ・肚債ガ信託セラノレ・モノデノ・ナ
ク、肚債二附セラレタ澹保権ガ信託セラレノレモノデアノレカラデ
アノソ。故二此法律ノ・「祉債澹保信託法」トデモ改稻ス可キモノ
デア・ウ。同趣旨ノ改正意見ノ・早稻田大學改正意見中ニモ見エ
ノレ（早稻田法學第＋六巻資料2頁）。兎モ角モ澹保権ノ信託ト云フ思想
ノ・、吾國デノ・明治三十八年以來、杜債搭保二關シテ立法上明認
セラレタノレ法理トナツテ居ノレ。更二大正十二年以來ノー般的信
託法ヲ有スノソ吾法制二於テノ・、杜債以外ノー般的債権ノ憺保椹
ヲモ、信託シ得ノレモノト解繹シタリトテ、必ズシモ法理ノ過度
66 信託法改正論（二）
ナノレ：飛躍デモアノレマイ。マタ舷二注意シタイコトノ・、信託法ト
櫓保附肚債信託法トノ關係デアノレ。自分ノ・前者ヲ普通法（一般
法）、後者ヲ特別法トシテ理解シタイノデアノレ。而シテ爾法ノ規
定ヲ適當二連絡セシメ、且ツ改磨整理シ統一ヲ圖ノレ可キコトヲ
望ムモノデアノレガ、マタ同趣旨ノ改正意見ノ・早稻田大學答申中
ニモ見エノレノデアノレガ（前掲資料2頁）、爾法ノ成立過程並二其規
定ノ大勢カラ見テ、其實行ノ・必ズシモ容易ノ業デノ・アノレマイ。
而シテ之二關シテ多分ノ努力ヲ彿ツテモ、差シテ實盆ノアノレコ
トデモナイダ・ウ。兎モ角モ捲保附肚債信託法及ビー般ノ信託
法ノ成立二因プ、奮來ノ民法理論ノ・大二改修セラレタモノト解
樺スノレコトガ出來ヨウ。斯クテ原則法ノ・例外法ノ登達二因テ崩
壊シ、時世ノ進運ト共二法律ノ進化ヲ見ノレノデアノレ。
債灌者以外ノ者二澹保権ヲ領有セシムノレノ方法トシテノ・、譲
渡控保ノコトモ考ヘラレノレ。即チ債権澹保ト云フ信託目的ヲ以
テ、債樺者以外ノ者ヲ受託者トシテ、之二澹保物ノ所有権ヲ領
有セシムノレ《信託）方法モアノレ。自分ノ・上述セノン休業銀行債権
者二封スノレ澹保提供ノ方法二關シテ、事件虜理ノ委頼ヲ受ケタ
トキニノ・、コノ譲渡澹保二擦テ實際上ノ目的ヲ達成セシメタノ
デアツタ。然レドモ其方法二依ノレトキノ・、當事者ガ質権又ノ・抵
當樺ノ設定ヲ希望スノレニ止マノレ場合ニモ、所有権ノ移轄マデヲ
求メラレノレコトニナ入過大ナノソ犠牲ヲ沸ノ・シメ、又ノ・所有権
ノ同復不能トナノレガ如キ、不當二危瞼ヲ感ぜシメラレノレ弊ヲ件
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フノデアノレ。
而シテ其澹保方法ニノ・登録税法上ノ疑義モ起ノレノデアノレ。即
チ例ヘバ前掲ノ如キ休業銀行ガ、其整理案二基キ其債務ヲ履行
セザノレトキノ澹保トシテ、譲渡セラレタ不動産ノ所有樺取得ノ
登記二關シテ起ノレ問題デアノレ。其場合ノ不動産譲渡ガ信託ノ性
質ヲ有セザノレモノトスレバ、其所有権取得ノ登記ヲ受クノンニノ・
登録税法第二條第一項第二號二所謂「無償名義二因ノレ所有権ノ
取得」トシテ、「不動産債格千分ノ四十五」ノ登録税ヲ納メナケ
レバナラヌ。マタ其所有権取得ガ信託性ヲ有スノレモノトスレバ
其所有権取得ノ登記ノ・、登録税法第三條ノニニ所謂「信託財産
タル不動産ヲ委託者ヨリ受託者二移ス場合二於ケノレ所有権取得
ノ登記」トナリ、且ツ同條第一項第二號二所謂「委託者ガ牧盆
ノ受盆者ニシテ委託者以外ノ者又ノ・委託者ト委託者以外ノ者ト
ガ元本ノ受盆者又ノ・蹄属梅利者ナノレ信託ニシテ信託財産ノ庭分
ヲ目的トスノソモノ」二該當スノソコト・ナノレデア・ウカラ、同ジ
ク「不動産債格千分ノ四十五」ノ登録税ヲ納メナケレバナラヌコ
トニナノソ。其外衙ホ信託ノ登記ヲ受クノレ爲メニノ＼登録税法第
二條第一項第十一號二依リ、「所有権二付テノ・不動産債格千分ノ
四」ノ登鎌税ヲ納メナケレバナラヌノデアノレ。然ノレニ債椹者以
外ノ者二質椹、抵當権ヲ領有セシムノレコト（信託）ガ許サレノレ
コト・ナレノヘ同第十號二依リ、「債権杢額千分ノ五・五」ノ登録
税ニテ濟ムコトニナノレ。債権全額ト共澹保タノレ不動産債格ト・・
68 信託法改正論（二）
可ナリ差ノアノレコトモア・ウガ、一・般的ナ考案トシテ舷デノ・假
リニ同額ノモノトシテ評論シテ置カウ。然ノレトキノ・例ヘバ千圓
ノ債権ヲ謄保スノレ爲メニ千圓ノ不動産ヲ提供スノレ場合㍉質権、
抵當椹ノ信託ガ許サレノレナラバ、五圓五十銭ノ登録税ニテ濟ム
可キモノヲ、其レガ許サレヌ爲メニ、譲渡捲保二擦ノレコト・ナ
兜テ、四十五圓叉ノ・四十九圓ノ登録税ヲ納メナケレバナラヌコ
トニナノレ○
之ヲ要スノレニ債樺者以外ノ者二澹保構ヲ領有セシムノレコトノ
實際的需要ヲ満足セシムノレコトノ・、現行法ノ解繹運用ノ範園二
於テモ必ズシモ不可能事デハナイガ、上述ノ如ク可ナリノ疑義
ヲ生ジ、マタ殊二手績法等二付テモ困難支障ヲ來スモノガ幾多
想到セラレノレカラ、信託法制ノ改正ヲ機トシテ、憺保権信託ヲ
積極的二明認シ、且ッ之ヲ保護ス可キ規定ヲ設ケラレンコトヲ
望ンデ止マヌ。
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第五節債権信託
債権モーノ財産権トシテ信託シ得ノレコトニハ異論ノ絵地ガ無
イ。然レドモ債椹ヲ其債務者二信託スノソコトノ・、現行法上許サ
レナィ。蓋シ債務者ガ其債樺ノ受託者トナレバ、共債権ノ・混同
二依リテ消滅スノvカラデアノレ。師チ民法五二〇條二依り、債権
者及ビ債務者ガ同一人二蹄シタノレトキノ・、其債椹ノ・消滅スノレノ
デアノレ。尤モ同條但書二依レバ其債樺ガ第三者ノ椹利ノ目的ナ
ノレトキノ・、其債樺ノ・消滅セズシテ、存績スノレ課デアノレガ、信託
シタル債権其モノニ封シテノ・、委託者モ受儘者モ何等ノ権利ヲ
有スノレモノデノ・ナク、箪二受託者二封シテ其債権ノ管理、庭分
等ヲ要ムノレ請求梅ヲ有スノレニ過ギナイノデアノレカラ、該但書二
依リテ混同法理ヲ冤レノレコトモ出來ナイデア・ウ。故二受託者
ノ・自巳二封スノレ債椛ノ信託ヲ受ケノレコトノ・、民法上許サレナイ
コトニナノレ○
抑モ混同ノ法理二付テノ・、擁i利ノ・存立スノレコト能ノ・ザノレモノ
トシテ、之ヲ消滅セシムノγノ．詑義ト、之二反シテ権利ノ活動ヲ
停止セシムノレノミニシテ、灌利其モノノ・存立スノレモノトナスノ
主義トァノレモ、吾民法ノ・物権二付テモ、債権二付テモ、混同ハ
椹利ノ消滅原因タノレモノト見テ居ル（民法179・520）。債樺者及
ゼ債務者ヅ同一入二蹄スノレトキニ、其債権ヲ消滅セシメズシテ
70 信託法改正論（二）
一時債権ノ活動ヲ停止スノレモノト爲ストキノ・、債権ヲ其債務者
二信託スノレコトノ・必ズシモ不可能デノ・ナイ唯ダ信託セラレタ
ノレ債権ガ活動力ヲ有セザノレノミ）。然シ吾民法ノ如ク、債樺者及
ビ債務者ガ同一人二蹄スノレトキニ、其債樺ヲ當然二消滅セシム
ノレ主義ノ法制ノ下二於テノ・（民法52り）、債樺ノ・之ヲ共債務者
二信託シテ、債務者二債梅ヲ領有セシムノソコトノ・不可能ノコト
デアノレ。
然レドモ信託二於テノ・、コノ混同法理ヲ除外シテ、債権者及ビ
債務者ガ同一人二蹄シテモ差支ノ・無イ筈デアノレ。即チ債務者ガ
受託者トナリテ債権者タノレコトノ・許シテ然ノレ可キ筈デアノレ。換
言スレ・哨已宛債樺ノ信託ヲ引受ケノレコトノ・許サノレ可キコトデ
ア・ウ。何トナレバ斯カノレ場合ノ債罹ノ・信託財産二組入レラレ
債務ハ固有財権二組入レラレ、樺利ノ運用、實行ニノ・何等ノ支
障ヲモ來サヌ様ニナノレ可キモノデア・ウカラ。信託法二十八條
二依レバ、信託財産ノ・固有財産及ビ他ノ信託財産ト分別シプ、
之ヲ管理シナケレバナラヌ。尤モ信託財産タノレ金銭二付テノ・、各
別二其計算ヲ明ニスルヲ以テ足ノレノデアノレ。故二信託財産二屡
スノレ債樺ノ債務者ト固有財産二属スノレ債務ノ債務者トノ・實際ノ・
同一人デアツテモ、爾財産ノ分別管理叉ノ・各別計算ノ方法ヲ以
テ、恰モ別異ノ人ガ夫レ其レ債樺者トナリ債務者トモナリテ、
相封立スノレガ如キ關係トナノレモノデアノレ。從テー方二於テノ・固
有財権ノ方カラ債務ヲ履行スノレ場合二、他ノー方二於テハ之ヲ
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信託財産ノ方二受領スノレコトガ、同一人ノ手裡二於テ行ノ・レノレ
コトニナノレモノデアノレ。斯クノ如キコトハ信託ノ性質二反スノレ
コトデモナク、且ッ格別奇異ノ現象デモナイ筈ダ。
元來、債務ノ履行者ト其受領者トガ同一人ナノレコトハ相手方
代理及ビ讐方代理ノ場合二於テノ・、既二許サレテ居ノレコトデア
ノレ女民法1枢但）。蓋シ債務ノ履行ノ・其内容ガ明確ナモノデアノレ
カラ、何人ガ之二當テモ、内容二墾動ヲ來スモノデナイトシテ
自分ガ自分二履行スノレコトヲモ許シテ居ノレノデアノレ。代理二於
テ既二然リデアノレ。信託二於テモ自分ヴ自分二履行スノレコトヲ
認メテモ格別ノ弊害ガア・ウトハ思ノ・レヌ。殊二信託二封シテ
ノ・代理二i封スノレヨリモ、遙カニ法律ノ嚴正ナノレ取締ヲ見ノレノデ
アノレカラ、其弊害ヲ心配スノレコトノ・無要ナコトデァ・ウ。即チ
前述ノ如ク信託財産ト固有財産トノ匠別制度モアノレコトデアノレ
カラ（信託法28）、信託二於テハ混同法理ノ除外例ヲ認メテモ不
都合ノ・ナィデア・ウ。
マタ例ヘバ受託者ガ固有財産カラノ債務履行ヲ怠り、從テ信
託財産トシテノ債権ノ取立ヲ怠リ、其他管理ノ失當二因リテ、
信託財産タノレ該債権二損失ヲ生ぜシメタノレトキ、叉ハ信託ノ本
旨二反シテ信託財産タノレ該債権ヲ庭分シタノレトキハ、委託者、
其ノ相績人、受盆者及ビ他ノ受託者ノ・其ノ受託者二封シテ、損
失ノ填補又ハ信託財産タノレ該債権ノ復奮ヲ請求スルコトモ出來
ノレノデアノレ（信託法27）。而シテコノ填補、複奮ノ請求ハ、前示
72 信託法改正論（二）
ノ分別管理、各別計算ノ義務二違反シタノレ場合ニモ、許サレノソ
ノデアノレ（信託法21争）。マタ受託者ガ信託ノ本旨二反シテ信託財
産ヲ庭分シタノレトキノ・、受盆者ハ相手方叉ハ轄得者二封シ、其
ノ庭分ヲ取消スコトヲ得ノレノデアノレ（信託法3め。マタ受託者ハ
帳簿ヲ備へ各信託二付、其ノ事務ノ虎理及ビ計算ヲ明カニシナ
ケレバナラズ、マタ受託者ノ・信託引受ノ時及ゼ毎年一同一定ノ
時期二於テ、各信託二付キ財産目録ヲ作ラナケレバナラヌノデ
アノレ（信託法3別。而シテ利害關係人ノ・何時ニテモ、前示ノ帳簿
及ビ財産目録ノ閲覧ヲ請求スノレコトヲ得ノレノミナラズ、委託者、
其ノ相績人及ビ受盆者ハ信託事務ノ庭理二關スノレ書類ノ閲覧ヲ
請求シ且ツ信託事務ノ庭理二付キ説明ヲ求ムノソコトヲ得ノレノデ
アノレ（信託法4の。更二信託事務ノ・螢業トシテ信託ノ引受ヲ爲ス
場合ニハ、常時、毛務大臣ノ監督ヲ受ケ、非螢業トシテ信託ノ
引受ヲ爲ス場合ニハ、裁判所ノ監督二驕シ、裁判所ハ利害關係
人ノ請求二因リ叉ハ職権ヲ以テ、信託事務ノ庭理二付キ槍査ヲ
爲シ、且ツ槍査役ヲ選任シ、其ノ他必要ナノレ庭分ヲ命ズノレコト
ヲ得ノレノデアノレ（信託法41）。斯クノ如ク受託者ハ多クノ義務ト
責任トヲ課セラレ、嚴重ナノソ取締監督ヲ受ケノレノデアッテ、其
ノ信用ノ大ナノレ鮎二於テノ・、到底、代理人等ノ比デハナイ。故
二債務者ガ其債樺ノ受託者トナノレコトアノレモ、其債権ノ管理、
庭分、實行等二關スノレ、失當、不正ナノレ庭置ガ見逃サレノレ様ナ
コトノ’恐ラクアノレマイト思フ。傍テ信託二因ノレ債務者ノ債権取
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得二付テノ・、民法五二〇條ノ混同法理二封シテ、除外例ヲ設ク
ノレコトヲ躊躇スノレ必要ノ・ナイデアロウ。
　信託法ニハ民法二於ケノレ混同法理ノ除外例トシテ、翫二相當
ノ規定ヲ設ケテアノレ。即チ信託財産ガ所有権以外ノ権利ナノレ場
合二於テノ・、受託者ガ其ノ目的タノ唄孝産ヲ取得スノレモ、其ノ樺
利ノ・混同二因リテ消滅スノレコトナシトアノレ（信託法18）。マタ信
託法二依レバ受託者ノ・何人ノ名義ヲ以テスノレヲ問ハズ信託財産
喪中略）二付キ、権利ヲ取得スノレコトヲ得ナイケレドモ、受託
者ガ相綾其他包括名義二因り信託財産二付キ、権利ヲ承縫スノレ
コト・・妨ゲナイト規定シテアノレ（信22）。是ノ・何レモ混同二因ノレ
物権消滅ノ原則（民法17場　二封スノレ除外例デアノレ。自分ノ・妓
二混同二因ノレ債権消滅ノ原則C民法520）、二封スノレ除外例ヲ設
クノレコトノ信託法改正ヲ要求スノレモノデアノレ。
混同法理ノ除外例ヲ認メテ、債権信託ノ引受ヲ許サノン可キ實
際上ノ必要ノ・、果シテ如何ナノレ場合二生起スノレコトデア・ウカ。
其必要ノ・、大量的ナ財産二付テ信託ノ行ノ・レノ｝〆様ナ場合二、痛
戚サレノレコトデア・ウ。即チ例ヘバ或人ガ’其ノ全財産ヲ墨ゲテ
多種多量ノ財産二付テ、信託ヲ爲サントスノレ場合二、其財産ヲ
個別的二精査スノレトキノ・、其中ニノ・受託者ヲ債務者トスノレ債梅
ガアノレ。現行法ノ下二於テノ・、此債権ノ信託ノ引受ノ・不可能デ
アノレカラ、受託者ノ・其引受ヲ拒絶スノレ。ソレガ爲メニ其飴ノ財
濠ノ信託ノ引受ノ機ヲモ逸スノレ様ナコトガアノレ。斯クノ如キノ・
74 信託法改正論（二）
信託ノ引受ヲ業トスノγ信託會祉ニトリテノ・、混同法理ノ犠牲ト
ナリテ、重要ナノレ商機ヲ失フコトニナノレモノデアノレ。マタ委託
者ノ方二於テモ、折角、信頼シ得可キ受託者ヲ選任シテ、之二
全財産ノ信託ヲ爲サントスノレ揚合二、一部ノ財産二付テノ・、混
同法理ノ障害アノレ爲メニ、其信託ノ・不能トナリ、別二受託者ノ
人選ヲ爲サナケレバナラヌ様ナ困難ヲ戚ズノレコトモア・ウ。斯
クノ如キノ・何レモ無要ナノレ混同法理ノ東縛二墓因スノレモノデア
ノレ。信託二封シテノ・斯カノレ束縛カラ解放シテ、其自由ナノレ登達
ヲ保護ス可キモノデア・ウ。マタ受託者ノ・信託財産ノ管理、庭
分、滅失、殿損、其ノ他ノ事由二因リ、信託財産トシテ自己宛
債権ヲ取得セントスノレモ（信託法14）、其取得ノ瞬間二於テ混同
法理二依テ、其債権ノ・消滅スノソコト・ナノレカラ（民法520）、結
局、其取得ノ・不可能トナノレ。斯クノ如キコトモ受託者ノ活動範
園ヲ不當二制限スノレコト・ナノレ嫌ガァノレカラ、信託二關スノレ限
リニ於テノ・混同法理ノ除外例ヲ認ムノレ必要ガ痛威サレノレ。
債務者ガ其債権二付テ質権ヲ取得シ得ノレヤ否ヤニ付テノ・、現
行法上ノ疑義ガアノレ。然レドモ到例學説ノ大勢ハ積極説二傾イ
テ居ノレ様デアル。而シテ受託者ガ自己二封スノレ受盆権二付テ、
質権ヲ取得スノレコトノ・、信託法第九條、第二十二條二抵鰯スノレモ
ノデモナイトサレノレ（昭和八年大審院判決）。此到決二現ノ・レタノレ確
定ノ事實二依レバ、妻ガ信託會杜二封シテ有スノソ信託預金ノ受
盆権（債樺）ヲ、同會肚二質入シテ、夫ガ同會肚二封シテ負搬
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セノレ債務ノ澹保二供シタモノデアノレ。而シテ信託會祉ハ、夫二
封スノレ債樺ト、其質樺ノ目的タノレ自己二封スノレ妻ノ受盆権ノ債
務トヲ、差引計算シテ満足ヲ得タリト云フノデアノレ（大審院民事判
例集＋二巻四號三五〇頁以下）。尚ホ信託關係以外二於テ、債務者ガ其
債梅ノ質権者トナノレコトノ＼實際界デハ屡見聞スノレトコ・デア
ノレ。即チ例ヘバ定期預金債権ノ期限前二於テ、此預金債権ヲ其
債務者タノレ預金銀行二質入シテ、金銭ノ借入ヲ爲ス場合等二屡
行ノ・レノレコトデアノレ。マタ保瞼會祉ガ保瞼金債権ヲ憺保トシテ
（信託會杜ガ信託受盆権ヲ澹保トスノレト同様二う、金銭ノ貸付ヲ
爲ス場合等ニモ、之ヲ見ノレコトデアノレ（拙著民法概論物権篇52頓）・
今假リニ定期預金質入ノ場合ヲ標準ニシテ、法理ノ解読ヲ試ミ
ヨウ。定期預金質入ノ揚合ニノ・預金債纏讃書ノ・、其登行者タノレ預
金銀行二交付サレノレコトニナ・ウ（民法3（13’）。而シテ其質権ヲ
以テ第三者二封抗スノレ爲メニノ・、確定日付謹書ヲ以ケ、第三債
務者タノレ預金銀行二通知スノレカ叉ノ・共承諾ヲ得テ置カナケレバ
ナラヌコトニナノレ（民法364．郵7皿）。而シテ其質権ノ實行二當
リテノ・、質権者ノ・質権ノ目的タノγ定期預金債樺ヲ直接二取立テ
ノレコトヲ得ノレノデアノレカラ（民法3671）、自己ガ自己カラ取立
テノレコトニナノレノデアノレ。尤モ貸金債権ト定期預金債務トヲ相
殺シテ、取立二代外ノレコトモ出來ヨク。斯クテ自己宛債権二封
スノレ質権ノ取得ノ・、恰モ債権者タノレ資格ト債務者タノレ資格トヴ
同一人二鯖シタノレガ如キ形歌ヲ呈スノレモノデアノレ。然ノレニ此場
76 信託法改正論（二）
合ニノ・混同法理ノ適用ナキモノトシテ、此取引ノ・一般二許容セ
ラレ、實務界流行ノ取引トモナッテ居ノレ。斯クノ如ク自己宛債
樺ノ質樺者トナノレコトガ許サノレ・モノナレバ、之二僅カニー歩
ヲ進メタノレニ過ギザノレ、自己宛債樺ノ受託者トナノレコトガ、許
サノレ可キ可能性ノ・愈多イモノト云ノ・ナケレ・“ナラヌ。マタ爲替
手形及ゼ小切手ノ振出人ノ・、自ラ受取人叉ノ・支彿人トナノレコト
モ許サレノレ（商法447。537・手形法3。小切手法6⇒。之二因テ
是ヲ槻ノレモ債務者ガ其債樺ノ受託者トシテ債権者トナノレコトノ・
現代法ノ機構カラ見テ毫モ不條理ノコトナク、而カモ之ヲ許ス
可キ實際ノ必要ガ前示ノ如キモノアノレニ於テノ・、弦二法律進歩
ノ大勢ヲ認メテ、立法ノ進路ヲ定ム可キモノト云ノ・ナケレバナ
ラヌ○
　之ヲ要スノソニ債務者ノ・信託關係二依リ受託者タノレ場合二於テ
ノ・、同時二債権者タノレコトヲモ得可キモノトセネバナラヌ個趣
旨早稻円大學意見第十享項一一早稻田法學第十六巻資料4頁）。
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前節二述ベタノレガ如キ、債務者二封スノレ債権ノ信託ト同様ノ
コトハ、株式二付テモ起ノレ。即チ現行法二依レバ會杜ハ受託者
トシテ自己會肚ノ株式ヲ取得スノレコトヲ得ナィ（商法1胤1）。
蓋シ會肚ガ自ラ其株主トナノレトキハ、彿込、配當、利梯、分配
金等二付テノ・、自ラ債権者トナヲ、自ラ債務者トモナリテ、其
債権ノ・混同二依リテ消滅スノレコト・ナノレベシ（民法521b、マタ
株主総會二於ケノレ議決樺、選墨梅、其他會祉ノ業務會計等二封
スノレ關典権ノ行使二付テモ、有数適切ナノレ結果ヲ得ノレコトノ・到
底期待シ得ラレナイ様ニナノレカラデアノレ。マタ自己株式ノ取得
ヲ許ストキノ・、彿込二關シテノ・資本充實ヲ害スノレコト・モナリ、
買占二依リテ市揚二於ケノレ株憤吊一Lヲ敢行セントスノレ、投機行
爲ヲ誘登スノレ様ナ弊害ヲモ招クカラデアノレ。而シテコノ商法ノ
自己株式取得ノ禁止原則二封シテノ・、信託關係ヲ理由トシテモ
除外例ノ・認メラレテ居ナィ。然レドモコノ現行法ノ束縛二封シ
テノ・、信託協會側ノ緩和要求ガ公ニセラレテ居ノレ。自分ノ・前節
説述ノ如ク自己宛債樺ノ信託ノ引受ノ・之ヲ許スベキモノト考ヘ
ノレト同様二、自己株式ノ信託引受ヲモ許スーミキモノト思フ。此
黙二於テノ・信託協會ノ要求二共鳴スノレモノガァノレガ、其結論的
理由二於テ見ノレ所ヲ異ニスノレモノガアノレ。即チ同會ノ・信託業法
78 信託法改正論（二）
第四條中二商法二封スノレ例外ノ規定ヲ置キテ、之ヲ許ス可キモ
ノト論ジテ居ノレ（昭和＋一年同協會叢行信託制度改善事項一頁）。野守學士
ノ所論中ニモ此種ノ見解ガ見エノレ（信託法令適用上の疑義法學協會難誌
四五巻一號九八頁）。然レドモ自分ハ此間題ヲ以テ信託業法ノ範園二
限局スノレコトニノ・賛成スノレコトガ出來ナイ。自分ノ・寧・商法叉
ノ・信託法ノ改正問題トシテ、之ヲ考ヘノレノデアノレ。若シ夫レ信
託業法第四條ノ旗張二依リテノミ、自己會肚ノ株式ノ信託引受
ヲ許ストキノ・、信託會肚ノミガ共特典ヲ受ケノレコトニナリテ、
信託會祉以外ノ會肚ガ受託者トナリテ、自己株式ヲ取得スノレコ
ト・・、依然トシテ禁ぜラノレ・結果トナノレデア・ウ。信託會肚ナ
ノレト否トニ拘ノ・ラズ、自己株式ノ取得ハ信託ノ限リニ於テノ・、
適正ナノレモノト見ノレコトガ、法律改正ノ目標デナケレ・“ナラヌ。
其レガ爲メニノ・昨年登表セラレタ商法改正案二一〇條（昭和＋監年
商法中改正法同條同旨）二依レバ、自己株式取得ヲ認ムノレ例外規定ガ
アノレカラ、其中二信託二依ノレ受託者トシテノ自己株式取得ノ例
外ヲ追加スノレコトモー策デアツタ。マタ或ハ信託法改正ノ機會
?、??? 二其趣旨ノ規定ヲ採樺スノレコトモー一策デア・ウ。
　會肚ガ自己株式ヲ取得スノレトキノ・、彿込、配當、利挑、分配
金等ノ關係二於テノ・、債権者タノレ地位ト債務者タノレ地位トヲ繋
有スノレコト・ナリテ、債務ノ履行者ト其受領者トガ同一入トナ
ノレモ、債務ノ履行ハ簡輩明確ナコトデアノレカラ、爾地位二付キ
大ナノレ利害ノ抵燭衝突ヲ來ス程ノコトノ・アノレマイ。既二債務ノ
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履行二付テ・・、相手方代理モ墜方代理モ許サレテ居ノレ位ダカラ
（民法1“8但書）、信託二因ノレ自己株式ノ取得二於テモ、沸込、
配當、利沸、分配金等ノ債務履行ハ、十分二正當性ガ期待サレ
ノレデアロウ。殊二信託財産ノ管理二付テハ、前節二梢詳述シタ
ノレガ如ク、分別管理、各別計算（信託法28）、損失墳補、信託財産
復奮請求構（信27）、不法庭分取消権（信31）、信託書類作成及閲
覧請求樺（信39。4り〕、信託事務庭理説明要求権（信40）、裁判所
叉ハ宝務大臣ノ監督権（信4t信託業法、等ノ方法二依リ入相
　　　　ヤ常ナノレf段ガ講ぜラノレ可キデアノレカラ、梯込、配當、利沸、分
配金等ノ純然タノレ財産管理ノ諸關係二付テノ・、信託二因ノレ自己
株式ノ取得ヲ認ムノレモ、夫レガ爲メニ格別ノ弊害ヲ見ノレ様ナコ
トハアルマイト思フ。而シテ信託二因リテ自己會肚ノ株式ヲ取
得シ得ノレ位ナレノヘ自己會祉ノ株式二付テ設定セラレタノレ質権
ヲモ、信託取得スノレコトガ許サレナケレバナノレマイト思フ。要
スノレニ現行商法一五一條一項（同旨昭和＋三年商法中改正法二一〇條）ハ
信託二關スノレ限リ、杢面的二改正スベキモノト思フ。
會肚ガ自己株式二付テ信託ヲ引受ケタノレ場合㍉其會杜ガ受
託者タノレ株主トシテ総會胤於ケノv議決権（商法162〕、役員選墨椹
（商法1戯189．198．226．）、其他ノ會肚管理干典権（商法163。四8）
ヲモ行使シ得可キモノナノレヤ否ヤニ付テノ・、現行法ノ解繹論ト
シテモ、マタ其改正論トシテモ、疑問ガアノレ。惟フニ斯カノレ會
吐管理晶付テノ干與樺・・、會砒以外ノ者ガ之ヲ有シ且ツ之ヲ行
80 信託法改正論（二）
使シテコソ、其意義ヲ爲シ、其實致ヲ牧ムノレコトモ出來ノレモノ
デアノレ。會肚自ラガ其會肚ノ管理二干典スノレト云フコトハ、殆
ント其意義ヲ爲サヌノミナラズ、到底、有致適切ナノレ干與権ノ行
使ノ・望ミ得ラレナイデア・ウ。故二會祉ノ・自己株式ノ信託ヲ受
ケテ株主トナノレコトヲ許スニシテモ、會杜管理ノ干典樺丈ケノ・
取得スノレコト能ノ・ザノレコトノ制限ヲ加ヘナケレバナノレマイト思
フ。斯クテ自己株式ノ受託者ハ挑込、配當、利彿、分配金等ノ
純然タノレ財樺關係二付テノミ株主トシテノ樺利ヲ有シ、マタ其
義務ヲモ負フ可キモノデァ・ウガ、純然タノレ財樺關係トシテ目
スノレコト能ノ・ザノレ會祉管理二封スノレ干與権ノ如キモノノ・、之ヲ
有スノレコト能ノ・ザノンモノデナケレバナラヌト思フ。コノ制限ノ・
自己株式ノ信託引受ヲ認ムノレ改正法二關スノレ論旨タノレニ止マラ
ズシテ、現行法ノ解繹論トシテモ、更二廣範園二互ツテ成立ス
可キ論旨デアノレカモ知レヌ。現行ノ信託法ノ・財産樺ノ信託ヲ認
ムノレニ止マリ、非財産権ノ信託ヲ認メテ居ナイ。而シテ株式ハ
漫然財産棉iトシテ信託二適スノレモノト解繹シ實行セラレテ居ノレ
ノガ現下ノ實歌デノ・アノレガ、前述ノ如ク株式ノ内容ヲ分析シテ
考察スノレトキハ、梯込、配常、利彿、分配金等ノ諸關係二於テ
ノ・株式ヲ純然タノレ財産権トシテ取扱フコトヲ得ノレモ、議決権、
選墨権、其他ノ會肚管理ノ干與権等ノ諸關係二於テノ・寧・之ヲ
純然タノレ財産権トシテ取扱フニ適シナイモノト云ノ・ナケレバナ
ラヌモノガアノレ。ソウスレバ株式ノ信託ト云フモ、實ノ・株主タ
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ノソ権利ノー切ヲ信託スノレモノデハナクシテ、沸込、配當、利沸、
分配金等ノ純然タノレ財産的關係ノ部分丈ケヲ信託スノレモノデア
リ、議決権、選墨権、其他ノ會肚管理ノ干典権等ノ非財産的關
係ノ部分ハ信託セラノレ・モノデノ・ナイノデア・ウ。コノ解繹二
關シテハ立法的二明確ナノレ解答ガ望マシイ。
　マタ株式信託二於テ會杜管理ノ干與権二i封スノレ制限ノ必要ノ・
猫リ自己株式ノ信託引受ノ場合ノミニ限ノレコトデノ・ナク、一般
ノ株式信託ノ場合ニモ其制限ノ必要ガ戚ぜラノレ・モノガアノレ。
即チ株式ノ受託者ノ・排込、配當、利梯、分配金等二付テノ・直接
二利害ノ關係ヲ有セザノレ者デアリ、其利害ノ・総テ受盆者二蹄ス
可キモノデアノレ。斯クノ如ク利害ノ關係ヲ有セザノレ者ガ株主ト
シテ、會杜管理ノ干與樺ヲ行使スノレコトノ・、會肚ニトリテノ・無
責任ナノレ株主ヲ迎ヘノレコト・ナリ、危険千萬ナコトデアノレ。彿
込ノ犠牲ヲ憺當シ、配當等ヲ牧得ス可キ者デアツテコソ、換言
スレバ會肚ノ盛衰ト運命ヲ共ニスノレ株主ナレ・ねソ、會杜管理
二付テノ干與権ヲモ有ス可キモノデア・ウ。然ノレニ他人（受盆
者）ノ爲メニ抑込ヲ爲シタリ配當等ヲ受ケタリスノレ者ノ・、干典
樺ノ行使二付テノ・、株主ト看ノレ可キモノデハナイ。故二株式ノ
受託者ガ株主トシテ総會二於テ議決権ヤ選基権ヲ行使シタリ、
其他會就ノ管理二干輿スノレ梅利ヲ行使スノレコトニ封シテノ・、立
法的二適度ノ制限ガ望マレノレコトデモアノレ（同趣旨・早大意見第＋六
項一一早稻田法學第＋六巻資料5頁）。若シ夫レ株式ノ受託者ハ干與権ヲ
82 信託法改正論（二）
モ取得スノレモノトセバ、多藪ノ株主カラ大量的二株式ノ信託ヲ
受ケテ、大株主トシテ有力ナノレ干典権ヲ行使シ、時二或ノ・會肚
二封シテ難題ヲ持込ミ威歴ヲ加へ、不當ノ利ヲ漁ノソガ如キ徒輩
ノ出現スノレ様ナコトニナラヌトモ限ラヌ。マタ外國ノ事例二依
レバ大量的ナ株式受託二因リテ、偉大ナノレ會杜管理ノ干與樺ヲ
構成シテ各方面ノ會杜事業二制肘ヲ加フノレ濁占企業家ノ如キ者
ノ出現モ考ヘラレノレ。是等ノ結果ヲ其會肚限リニ於テ防止スル
爲メニノ・、現行法制ノ下二於テノ・、株式信託二i封シテ制限ヲ加
フノレ定款ノ特別規定ヲ以テモ、其目的ヲ達スノレコトヲ得ノレデア
・ウガ（商法且9．昭和十三年商法中改正法律204）、斯クノ如キ
経験ヲ積マザノレ當業者ノ爲メニモ、將タ叉タ軍ナノソー會肚ノ見
地カラデノ・ナク、杢般的ナ國家的見地カラモ、立法者ノ深慮二
出ヅノレ法律規定ガ望マシイ。
術ホ株式ノ信託二付テハ、占有ノ蝦疵承縫二關スノレ信託法ノ
改正間題ガアノレト思フ。信託法第十三條二依レバ、受託者ノ・信託
財産ノ占有二付キ、委託者ノ占有ノ暇疵ヲ承縫スノレコトニナノレ
（信託法131）。而シプ此規定ノ・金銭其ノ他ノ物又ノ・有憤謹券
ノ給付ヲ目的トスノン有債謹券ニモ準用サレノレノデアノレ（信託法
13皿）。即チ蝦疵承縫ノ法則ノ・、物及ビ給付目的ノ有債謹券二限
リテ、行ハレノソノデアツテ、物以外ノ株式又ハ給付謹券以外ノ
株券ニノ・此法則ノ・行ノ・レナイノデアノレ。然レドモ自分ハ株式叉
・・株券二封シテモ、此法則ガ行ノ・ノレ可キモノデアノレト思フ。然
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ラザレ・“株券ノ占有者ガ其占有ノ蝦疵ヲ同避スノレガ爲メニ、株
券ヲ信託スノレ様ナ妊策ガ行ノ・レノレ危険ガァノレ。即チ例ヘバ他人
ノ株券ヲ盗取又ノ・横領シタノン者ヅ、事實上株主トシテノ各種ノ
権利ヲ行使（準占有）スノレトキノ・、彼ノ・悪意者ナノレガ故二二十
年ニシテ取得時敷ヲ完成シテ、眞ノ株主トナノレ課デァ・ウC民
法駕3ユ621）。然ルニ其ノ盗取又ハ横領シタノレ株券ヲ他人二
信託シテ受託者ヲシテ之ヲ占有セシメ、株主トシテノ各種ノ権
利ヲ行使（準占有）セシムノントキノ・、受託者ノ善意且無過失ナ
ノレコトニ因テ、彼ノ・十年ニシテ其取得時数ヲ完成スノレコトモア
・ウ（民法163．1621［）。斯クノ如キハ信託ヲ悪用シテ、不當二
取得時敷ヲ完成セシムノレノ事例デアノレ。然レドモ斯カノレ場合ニ
ハ受託者ノ占有ノ・、委託者（盗取者又ノ・横領者）ノ占有ノ蝦疵
ヲ承糧スノレモノデナケレバナノレマイ。即チ委託者二於テノ・悪意
占有ナノレコトニ因テ、二十年ヲ経ザレバ、取得時敷ヲ完成スノレ
コト能ノ・ザノレモノナノレ以上ノ・、受託者ノ占有モ其悪意占有ノ影
響ヲ受ケテ、二十年ヲ経ザレバ、其取得時敷ヲ完成スノレコト能
ノ・ザノレモノデナケレバナノレマィ。マタ株券ノ盗取者』又ノ・横領者
ノ・、株券二關シテ生ジタノレ債権ヲ有スノソ場合二於テモ、彼レノ
株券占有ノ・不法行爲二因リテ始マリタノレ占有デアノレカラ、其債
権ノ辮濟ヲ受クノレマデ、株券ヲ留置スノレ権利ヲ有シナイ（民法
295皿）。然ノγ二彼ガ其債権ト共二、株券ヲ他人二信託スノレトキ
ノ・、受託者ノ・不法行爲二因ノレ占有者デハナイカラ、其債権ノ爲
8窪 信託法改正論（二）
メニ其株券ヲ留置スノレ権利ヲ有スノンコトニナノレ。是レ亦タ如何
ニモ不都合ナノレ次第デアノレ。信託ヲ悪用シテ留置権ノ不當ナノレ
行使ヲ見ノレ事例デアノレ。
元來、民法ノ原則二依レバ、占有者ノ承縫人ノ・其選樺二從ヒ
自已ノ占有ノミヲ主張シ、叉ノ・白已ノ占有二前主ノ占有ヲ併セ
テ主張スノンコトヲ得ノンノデアノレカラ（民法187）、信託法第十三條
ノ如キ特別法ヲ以テ、受託者ノ・委託者ノ占有ノ暇庇ヲ承織スノレ
モノト定メテ、暇庇ノ承織ヲ同避スノレ様ナ選樺権ノ行使ヲ禁制
シナイ限リハ、前段例示ノ如キ株券ノ盗取者、横領者、共他ノ
不法取得者ノ信託悪用ヲ防止スノレコトノ・出來ナイデア・ウ。故
二信託法十三條二項ガ給付談雰ニノミ、占有暇庇承繊ノ法則ヲ
準用シタノンコトノ・、狭キニ失スノレ立法デァノレ。給付讃券二非ザ
ノレ株券等ニモ準用サレノレ様、改正セラレムコトヲ望ムモノデア
ノレ（同旨、早稻田大學意見第十八項一一早稻田法學第十六巻資料5頁）。
需ホ民法占有権ノ規定ノ＼自巳ノ爲メニスノレ意思ヲ以テ、財
産権ノ行使ヲ爲ス場合二準用サレノレノデアノレ（民法205）カラ、
信託法十三條一項ノ規定ヲ民法占有権ノ規定ノ延長デァリ、且
ツ其一部ナリト解シ、而シテ株式モーノ財産権ナリトスレバ、
信託法十三條一項ノ暇庇承織ノ法則ノ・勢ヒ株式二封シテモ準用
サレノレコトニナノレ鐸デアノレ。然レドモ民法二〇五條二依レバ特
二「本章ノ規定」トアリテ、民法占有権ノ規定（民法180一）ノ
ミガ準用セラノレ・コトヲ明言シテアノレカラ、占有権二關スノレ民
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法外ノ規定（信託法携1）マデガ準用セラノレ・モノト解繹スノレ
コトニ難色アノレノミナラズ、株式ヲ軍純ナノレ財財権ト解スノレコ
トニモ支障ヲ生ズノレモノアノレコトノ・、既述ノ通リデアノンカラ、
蝦疵承縫ノ法則ヲ株式ニモ及ボサシムノレ爲ニハ、信託法第十三
條二改正ヲ加ヘノレコトノ・不可避ノコトデア・ウ。
86 信託法改正論（二）
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債務者ガ共全財産又ノ・多量ノ財産ヲ墨ゲプ信託シ、受託者ヲ
シテ之ヲ管理（保存、利用、改良）、庭分セシメ、其取得金額ヲ
以入多数ノ総債権者二公卒二辮濟ヲ爲サシメノレコトガアノレ、
（清算信託　　負債整理信託）。蓋シ多額ノ負債アノレ債務者ガ自
身ニテ其財産ヲ責却セントスノレトキノ・、買人二乗ぜラレ換債金
ノ低落ヲ來シ易ク、マター部ノ債権者ノ不満ト疑惑ヲ招キ、民
法四二四條ノ債権者取消権ノ登動等ヲ誘登シ易イカラ、財界活
動二知能アソ而カモ公知ノ信用アノレ受託者ヲ選ンデ、之二當ラ
シムノレ等ノ場合二、コノ信託ガ行ノ・レノレノデア・ウ。マタ其ノ
清算信託ノ・多藪ノ債権者カラ張制執行ヲ受ケノレコトヤ、マタ破
産宣告ヲ受ケノレコトヲ、同避スノレ爲メニモ敷果的ナ方法トナノレ
ラシイ○
上ノ如キ清算信託ノ行ノ・レタ後㍉同ジ目的ノ破産宣告ガァ
レ・へ共破産ノ・其信託二封シテ如何ナノレ影響ヲ及ボス可キカ、
舷二考究ヲ要スノレ間題トナ・ウ。思フニ信託ノ敷力ヲ奪重シテ
破産ノ敷力ヲ無視スノレコトハ固ヨリ妥當デノ・ナイ。蓋シ総債権
者二公卒ナノレ　濟ヲ爲サンコトヲ努ムノレ黙二於テ、破産ト同一
ノ目的ヲ有スノレ信託二於テモ、其事務ノ・裁到外ノー民事取引二
基ク、受託者ノ私的信用ト私的責任ノ下二、途行セラル・モノ
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デアリ、到底、破産手績二於ケノレガ如キ嚴正ナノレ事務遂行ノ・期
待シ得ナイカラデアノレ。然レドモ破産ノ致力ヲ過重親シテ、折
角進渉シツ、アノレ信託ノ致力ヲ、無覗スルコトモ亦タ固ヨリ妥
當ノモノデハナイ。信託ノ・箪純ナノレ民事取引トノミ見ノレコトヲ
得ナイ黙モアノレ。蓋シ信託事務ノ・螢業トシテ信託ノ引受ヲ爲ス
揚合ニハ、信託業法出墓キ主務大臣ノ公正ナノレ監督ヲ受ケ、其
他ノ場合ニノ・裁到所ノ監督ヲ受ケノレモノデアリ、裁到所・・利害
關係人ノ講求二因リ、』又ハ職権ヲ以テ、信託事務ノ庭理二付キ
槍査ヲ爲シ且ッ楡査役ヲ選任シ、其他必要ナノレ庭分ヲ命ズノレコ
トヲ得ノレモノデアノレカラデアノ吸信託法41）。故二信託ト破産ト
ノ数力優劣ヲ、一般的二立法上解決スノンコトノ・、適當デナイカ
モ知レヌ。各個ノ事案二付キ裁判所ノ到定ヲ以テ庭理セシムノレ
コトガ適當デア・ウ。傍テ裁判所ノ・破産宣告ト共二、叉ノ・破産
宣告後二於テ、職樺又ノ・關係人ノ請求二因リ、信託ノ解除ヲ命
ジ得可キモノトスノレ位マデノ制度ヲ定ムノソコトガ適當デア・ウ
ト、思フ　（同旨、早大意見第十一項　　 早稻田法學第十六巻資料4頁）。即チ裁到
所ガ共事案ヲ調査シタノレ上、受託者ノ清算庭理ヲ相當ト認メ、
之二依テ清算ノ目的ヲ達成シ得ノレモノト認ムノレトキハ、信託解
除ヲ命ズ可キデノ・ナク、之二反シテ受託者ノ清算庭理ヲ不當ト
認メ、且ツ破産管財人ノ慮理二委スノレコトヲ適當ト認ムルトキ
ノ・信託ノ解除ヲ命ズ可キ制度ガ望マシイ。破産宣告ヲ爲ス場合
ニノ・清算信託ノ状況ヲ十分二調査ス可キモノデアリ、而シテ受
88 信　　託　　法　　改　　1三　　言禽　　（二〉
託老ソ清算庭理ガ適正二進渉シ居ノレ揚合ニノ・、破産宣告モ下ラ
ナイ筈デア・ウガ、清算信託アノレニ拘ノ・ラズ、破産宣告ノ下サ
レノレ様ナ場合ノ・、清算信託ノ・屡解除セラノレ可キモノトナノレ可キ
デアロウ。
現行信託法第五十八條二依レノヘ「信託財産ヲ以テスノレニ非ザ
レバ共ノ伎務ヲ完濟スノレコト能ハザノレトキ、其ノ他已ムコトヲ
得ザノレ事由アルトキノ・」、裁到所ノ・信託ノ解除ヲ命ズノレコトヲ得
ノレノデアノレガ、共レノ・「受盆者ガ信託利盆ノ杢部ヲ享受スノン揚
合」デナケレバナラヌ。然ノレニ前述ノ清算信託二於テノ・、信託
利盆ノ杢部ヲ享受スノン者ノ・ナイ。蓋シ清算信託二於テノ・総債権
者ガ信託財産ノ元本二付プ受盆者トナノン外、信託財産ノ牧盆等
二付テノ・債務者タノレ委託者ガ信託ノ利盆ヲ享受スノレコト多カノレ
可ク、マタ債務ヲ完濟シタノレ後ノ残金其他ノ残絵財産ノ・債務者
タノレ委託者二婦厨ス可キモノデア・クカラ、総債椹者モ債務者
モ夫レ共レノ關係二於入各々信託利盆ノー部ヲ、享受スノレモ
ノト云ノ・ネバナラヌカラデアノレ。故二破産手績ヲ途行セシメ、
共目的ヲ達成セシムノレガ爲メニ、清算信託ヲ解除セントシプモ、
信託法第五十八條ノ・其場合ニノ・適用スノレコトガ出來ナイ。伍テ
清算信託ノ解除命令二關シテノ・、信託法第五十八條ヲ振張スノレ
カ、又ノ・特別ノ條項ヲ新設スノレコトガ必要トナノレ諜デアノレ。
　マタ清算信託二付テノ・信託法第五十七條二依ル解除モ固ヨリ
許サレ得ナイデアロウ。蓋シ同條二依ノレ信託解除ノ・委託者ガ信
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託利盆ノ全部ヲ享受スル場合デナケレバナラヌ。然ノレニ清算信
託二於テノ・委託者ガ信託利釜ノ杢部ヲ享受スルモノニ非ズシテ
寧・其利盆ノ大部分ノ・委託者ノ債権者ヴ之ヲ享受スノレモノデァ
ノンカラデアノソ。尤モ信託ノ解除二關シテノ・信託法第五十七條及
第五十八條ノ規定二拘ハラズ、信託行爲二別段ノ定ヲ爲スコト
ガ出來ノレノデアノレ（信託法59）ヴ、破産ノ致力ヲ増大張化セシ
ムル様ナ信託解除ヲ誘致スル特約ノ結バレノレコトハ、實際上殆
ンド望マレナイ。蓋シ清算信託ノ・破産ノ豫防策トシテ行ハノレ・
コトガ多イ、然ルニ破産ヲ豫防セントスノソ者ガ、破産ヲ強化ス
ノレ様ナ特約ヲ結プコトハ、考ヘラレナイカラデアノγ。寧・實際
ニノ・破産宣告ガ下サレテモ。其破産ヲシテ成ノレ可ク無力ナラシ
メントスノレ特約コソ行ノ・レ勝チデハアノレマイカト思ノ・レノレ位デ
アノレ。故二嚴正ナノレ破産手績ノ成果ヲ牧メシムノレ爲メニノ・。清
算信託ノ解除命令ノ制度ガ不可避ノモノトシテ、待望サレノレコ
トデアラウ。
現行ノ法制二於テハ清算信託二封シテ不満ナノソ債権者ガ．屡
債権者取消権ヲ行使ス剛コトガァノン。蓋シ信託法第十二條二依
レバ、債務者ガ其ノ債権者ヲ害スノレコトヲ知リテ信託（詐害行
爲、ヲ爲シタノレ場合二於テノ・、債権者ノ・受託者（詐害行爲ノ受
盆者．）ガ善意ナノレトキト雛モ、民法四二四條一一項二規定スノレ取
消権ヲ行フコトヲ得ノレカラデアル。此取消権ハ受託者ノ意思ヲ
問ノ・ズニ行使シ得ノレノデアノレカラ、民法二於ケノソモノヨリノ・債
90 信託法改正論（二）
権者保護ノ目的ヲ達成スノレニ便宜デァノレ。然レドモ債務者グ債
権者ヲ害スノソコト（詐害）ヲ認識シタノレコトヲ讃明シナケレバ
未ダ以テ其取消権ノ行使ノ・許サレナイノデアノレ。即チ詐害ノ事
實アノレノミニテノ・取消ノ裁到ヲ求ムノレコト能ノ・ズシテ、詐害ヲ
認識シタノレ事實アノレ揚合二於テ、飴メテ取消ノ裁到ヲ求ムノレコ
トヲ得ノレノデアノレ。故二債樺者保護ノ目的ヲ達成セシムノレ爲メ
ニノ・、伍ホ遺憾ノ鮎ガアノレ課デアノレ。然レドモ債梅者取消権ヲ
強化スノレ爲メニ、詐害ノ認識ヲ不要トスノレコトノ・、固ヨリ安當
ノ立法トノ・思ノ・レナイ。伽テ斯カノレ揚合ニノ・信託取消（詐害行
爲取消）ノ制度二接ノレ可キモノデハナク、前述ノ如ク信託解除
ノ制度二接ノレ可キコトガ考慮セラノレ・課デアノレ。マタ信託ノ取
消トナレバ、其信託ノ・始メヨリ無敷ナリシモノト看倣サレノレノ
デアノレガ（民法121）、清算信託ノ如キモノノ・可ナリ複難ナノレ大
量的ノ法律關係ヲ生起シテ居ノレモノデアノレカラ、容易二取消権
二晒ス様ナコトハ、固ヨリ妥當ナ立法デハアノレマイ。從テ將來
二向テノミ数力ヲ生ズ可キモノトスノレ（信託法Gの、信託解除ノ
制度二嫁ノレ可キコトガ愈有カニ考慮セラノレ・コトニナノレ諜デア
ノレ〆○
　マタ現行法上ハ清算信託二不満ナノレ債権者ノ爲メニノ・、破産
法二某ク否認標ノ行使ガ考慮セラレノレ（破産法72）。然レドモ否
認椛ノ行使ヲ徹底セシムノレ爲メニノ・關係人（破産者、相手方、
債権者）ノ意思歌態ガ要件トナノレ（破産法72．77豆）。斯クテ破
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産管財人ノ・共要件事項ヲ謹明シ得ザノレ爲メニ、清算信託ヲ否認
スノレコト能ノ・ズシテ、徒ラニ室虚ナノレ破産財團ヲ擁シテ折角ノ
破産宣告ヲ無意義二終ラシメ、寛ニノ・破産磨止トナノレコトモア
ラウ（破産法353）。故二否認権二於ケノンヨリノ・輕イ要件ノ下二
許サノレ可キ、信託解除ノ制度ガ、信託法改正間題トシテ考慮セ
ラノレ可キコトデアラウ。マタ清算信託二封シテ否認権ガ行使セ
ラノレ・トキノ・、破産財團ヲ原状二復セシムノレコトニナノレノデア
ノレカラ（破産法771）、破産財團ノ・清算信託ノ行ハノレ・以前ノ歌
態二於テ構成セラレナケレバナラヌ。其レガ爲メニハ折角、進
渉シ妙レ清算信託ヲモ無致トシ、且ツ之二某ケノレ各種ノ法律關
係ヲ大量的二覆滅セシムノレ様ナコトニモナノレ。故二斯クノ如キ
コトノ・、固ヨリ容易二許サノレ可キコトデノ・ナイ。傍テ既生ノ法
律關係二墾動ヲ及ボサ・ツレ信託解除ノ制度ガ、愈有力二考慮セ
ラレナケレノ㊦ナラヌコトニナノレ○
碕ホ弦二注意ヲ要スノレコトハ、信託法第十六條トノ關係間題
デアノン。同條二依レバ、信託財産二封シテノ・強制執行ヲ爲シ、
又ノ・之ヲ競費スノレコトノ・制限サレノレ。然ノレニ前述提案ノ如キ信
託解除二因リテ信託財産ガ委託者二蹄属シ（信託法62）、其ノ破
産財團二組入レラレノレコトニナノレモノトスレバ（破産法6）、信
託財産二付キ張制執行ヲ制限シ、從テ之ヲ破産財團二組入ノレ・
コト（二破産法（1皿）ヲモ制限セントスノレ信託法第十六條ノ信託財
産保護ノ精紳ノ・、破壊サレノレコトニナリノ・セヌカトノ疑問ヲ有
92 信託法改正論（二）
スノレ向モアノレ様デアノレ。是ノ・信託法第十六條ノ誤解二基因スノレ
モノデアリ、此誤解ノ・實二信託法制定當時カラノ法案説明書ニ
モ其端ヲ登シテ居ノレノデアノレ。然レドモ信託法第十六條ノ・信託
財産ガ受託者ノ財産トシ入受託者ノ固有ノ債務ノ爲メニ強制
執行ヲ受ケノレ様ナコトヲ、防止スノレ爲メノ規定デァノレカラ、信
託ガ解除セラレテ信託財産ガ委託者二蹄属シ、委託者ノ破産財
團二組入レラレノレ様ナコトノ・、固ヨリ信託法第十六條ノ精紳ニ
モ背馳ス可キ筋合ノモノデノ・ナイ。信託受盆権二封シテノ・、受
釜者ヲ債務者トスノレ債樺ノ爲メニ張制執行モ許サレ、從テ受盆
者破産ノ場合ニハ、受盆権ノ・固ヨリ破産財團二組入レラレノレノ
デアノソ。コノコトハ信託法第十六條ニノ・固ヨリ背馳スノレモノデ
ノ・ナイ。故二受盆梅二基ク信託解除二因リテ（信託法57・駆）、
破産者二蹄属ス可キ財産ガ、破産財團二組入レラノレ可キコトノ・、
洵二妥當ノモノト云ハナケレバナラヌ。侮テ前述ノ如キ信託解
除ノ制度ヲ設クノレニ付テノ・、信託法第十六條トノ關係二於入
之ヲ躊躇スノレ必要ノ・毫モ無イ。
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第八節信託管理人
信託法第八條第一項二依レバ「不特定ノ受盆者又ノ・未ダ存在
セザル受釜者アノレ場合二於テノ・」、裁到所ノ・信託管理人ヲ選任ス
ノVコトガ出來ノレノデアノレ。自分ハ此規定ヲ橿大シテ、「多歎ノ受
盆者アノレ場合』二於テモ、信託管理人ヲ選任シ得可キ制度ノ設
ケラレムコトヲ望ムモノデアノレ。自分ガ法律事務二於テ實際二
膿験シタノレー事案二依レバ、或休業銀行ガ数萬ノ預金者其地ノ
債権者二　乏齊スノレコトヲ目的トシテ、大量ノ財産ヲ信訂1シタノ
デアノレ。斯クテ共信託ノ受盆者ハ歎萬人二上ノレノデアノンゴ、其
受盆者ノ・総テ帳簿其他ノ書類ヲ以テ、明確ニサレテ居ノンノデア
ルカラ、信託法第八條二謂ノ・ユル不特定ノ受盆者ト見ノン可キ者
ハ．一人モ無イ課デアノレ。マタ同條ノ謂ノ・ユノレ未存在受釜者ナ
ノレ者モ勿論皆無デァノレ。故二此信託二於テノ・同條ヲ適罵シテ、
信託管理入ヲ選任スノレコトノ・不可能トナノレ。舷二於テ信託法第
八條ノ振張改正ガ、要求セラレノレコトニナノンノデアノレ。
　受盆者ガ数萬二上ノレト云フ様ナ場合ハ、實際二於テノ・受釜者
ノ不特定又ノ・未存在ナ場合ト憂リノ・ナイ。受盆者ノ爲メニ自己
ノ名ヲ以テ．信託二關スノヒ裁到上又ノ・裁剣外ノ行爲ヲ爲ス纏限
ヲ有スノレ、信託管理人ノ必要ナノレコトノ・、受盆者ノ不特定又ノ・
未存在ナノレ場合ト．共ノ多藪ナノレ場合トノ問二毫モ匿別ス可キ
9窪 信託法改正論（二）
事状ガナイ。受盆者ガ多藪ナノレ揚合デモ、各受盆者ノ信託二關
スノレ利害關係ノ・甚大ナノレ揚合ガァノレ。然ノレニモ拘ノ・ラズ往々ニ
シテ岡一ノ運命ニアノン者ガ少歎ナノレ揚合ヨリノ・、其ノ多数ナノレ
場合ニノ・、其ノ各自ノ利盆擁護ノ熱意ガ乏シイモノデアノン。而
シプ之ヲ幸トシテ受託者ノ・無責任ナノレ行動ヲ爲サストモ限ラナ
イ。斯カノン揚合二於テコソ受盆者ノ権盆擁護ノ爲メニ、活動ス
可キ信託管理人ノ必要ガ痛域セラレノレノデアノレ。故二前述ノ如
ク信託法第八條ノ補正ガ望マシイ　（同旨、早大意見第＋四項一一早稻田
法學第十六巻資料4頁）。
　尤モ信託行爲ヲ以テ信託管理人ヲ指定スノレコトハ、固ヨソ自
由デアルカラ、受盆者ノ多歎ナル揚合ニモ、此方法ヲ以プスレ
バ、現行法ノ不備ニモ封庭スノレコトノ・出來ヨウ。然シ信託取引
二不慣レノ關係人二封シ、而カモ信託法ノ知識ノ普及セザノレ祉
會二於入斯カノレ法規ノ不備二封庭ス可キ方策ヲ講ズノレコトマ
デヲ期待スノレコトノ・無理デア・ウ。結局ノ・法規ノ改正ガ不可避
ノモノデアロク○
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第九節信託卜遺留分
民法二依レバ遺留分椹利者及ビ其承織人ハ、遺留分ヲ保全ス
ノレニ必要ナノレ限度二於テ、遺購及ビ賂典ノ滅殺ヲ請求スノソコト
ヲ得ノレ（民法ll34）。自分ノ・信託受盆二封シテモ、コノ遺留分減
殺請求椛ヲ行使スノレコトヲ得ノレ様二、現行法ノ改正ヲ望ムモノ
デアノレ。被相績人ガ遺言二依リ（信託法鉛、又ノ・相績開始前一
年間二其財産ヲ信託シ、而カモ他人ヲシテ無償二其信託利盆ノ
杢部ヲ享受セシムノレトキノ・（無償ノ他盆信託）ノ・、其信託ノ・實
際上、遺賂又ノ・贈典ノ性質ヲ有スノレモノデアノレカラ、遺贈又ノ・
贈與二封シテ減殺ノ請求ヲ許スガ如ク、信託二封シプモ減殺ノ
請求ヲ許ス可キデアノレ。然ラザレバ信託ノ名二懸レテ遺留分ヲ
害スノレ財産ノ慮分ガ、公然ト行ノ・レノレ様ナ弊害ヲ見ノレコトニナ
ノレ／○
尤モ前示ノ如キ信託ノ・事實二於テ遺贈又ハ贈典ノ性質ヲ有ス
ノレモノデアノレカラ遺留分ヲ保杢スノレニ必要ナノレ限度二於テノ・、
斯カノレ信託ヲモー種ノ遺贈叉ノ・贈與ト看倣シ、現行法ノ解繹運
用ヲ調整スノレコトモ、必ズシモ不可能デノ・アノレマイ。然レドモ
其運用二付プノ・更二疑義ヲ生ジ、支障ヲ來スモノガアノレ。例ヘ
バ當事者壁方ガ遺留分樺利者二損害ヲ加フノレコトヲ知リテ爲シ
タノレ贈典ノ・、相績開始ノー年前二爲シタノレモノト錐モ、之ガ減
96 信託法改正論（二）
殺請求ヲ爲スコトヲ得ノレノデアノレガ（、民法1133ユ134・）、之二相
當スル信託二於テノ・其ノ當事者壁方トノ・、委託者ト受託者トニ
相當ス可キカ、叉ハ委託者ト受盆者トニ相當ス可キカ等ノ疑問
ヲ生ズノレノデアノレ。故二現行法ノ解繹ニテノ・、法律i運用ノ圓満
ナル結果ヲ得ノレコトノ・、困難デアリ、玄玄二法律改正ノ要求ガ張
調サレノレ諜デアノレ。
　相績税法第二十三條ノニニ依レバ、信託二付キ委託者ガ他人
二信託ノ利盆ヲ受クベキ樺利ヲ有セシメタノレトキノ・、其ノ時二
於テ信託ノ利盆ヲ受ク可キ椛利ヲ贈典又ノ・遺贈シタノレモノト看
倣シテ、相績税ヲ課スノレコトガアノレ。即チ贈典又ノ・遺贈ノ性質
ヲ有スノレ信託二封シテノ・、贈典又ノ・遺贈ト同様ノ取扱ヲスルノ
デアノレ。國家課税権二付プノ・斯クノ如ク周到ナル立法ガアノレ。
私権ノ保護二付テモ此程度ノ立法的用意ノ・必要デァ・ウ。傍テ
遺留分二某ク減殺請求権ノ・、贈典叉ノ・遺贈ノ性質ヲ有スル信託
ニモ及バシメナケレノ評ナラヌ（同旨、早大意見第＋七項 一早稻瞬法學第
十六巻資料5頁）。
